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第２回定例会のあらまし

町政を問う！２人の議員が一般質問

議会議員研修会

委員会活動、所管事務調査

議会のうごき
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２０２６年

令和８年８月

おしゃまんべ毛がにまつり
 おしゃまんべ毛がにまつりが

６月２７、２８日の２日間にわ

たり、ふれあい公園で開催され

ました。

 両日とも晴天に恵まれ、過去

最多となる約５万人の来場者で

賑わいました。



　令和８年第２回定例会は、６月16日

から19日までの４日間の会期で開かれ

ました。

【６月16日】

　木幡町長から定例会開会にあたり挨

拶が行われた後、条例の一部改正や補

正予算等を審議しました。

　また、農業委員会委員11名の任命に

ついて同意しました。

【６月19日】

　一般質問に２人の議員が登壇し、町

政に対しての所見を伺い、その後、意

見書３件を可決しました。

　慎重に審議した結果、本定例会に提

案された議案すべてを原案のとおり可

決し、閉会しました。

第 2 回
令和８年

補
正
予
算

条
　
　
例

同
　
　
意

そ

の

他

○
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
11
号
）

○
令
和
８
年
度
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
１
・
２
号
）

○
令
和
８
年
度
介
護
保
険
特

　
別
会
計
補
正
予
算
　
　
　

　
（
第
１
号
）

○
令
和
８
年
度
水
道
事
業
会

　
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
令
和
８
年
度
病
院
事
業
会

　
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
長
万
部
町
税
条
例
の
一
部

　
改
正

○
長
万
部
町
国
民
健
康
保
険

　
税
条
例
の
一
部
改
正

○
長
万
部
町
公
共
施
設
の
暴

　
力
団
排
除
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
改
正

○
長
万
部
町
特
定
教
育
・
保

　
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

　
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す

　
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

　
一
部
改
正

○
長
万
部
町
家
庭
的
保
育
事

　
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

　
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

　
例
の
一
部
改
正

○
長
万
部
町
放
課
後
児
童
健

　
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び

　
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

　
め
る
条
例
の
一
部
改
正

○
長
万
部
町
乳
児
等
通
園
支

　
援
事
業
の
設
備
及
び
運
営

　
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

　
条
例
の
一
部
改
正

○
長
万
部
町
農
業
委
員
会
委

　
員
の
任
命

　
令
和
８
年
７
月
19
日
を
も

　
っ
て
現
委
員
が
任
期
満
了

　
と
な
る
た
め
、
次
の
11
人

　
を
新
た
に
任
命
す
る
こ
と

　
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
門
　
間
　
浩
　
司
　
氏

　
　
中
　
込
　
真
規
夫
　
氏

　
　
佐
　
橋
　
和
　
哉
　
氏

　
　
木
　
村
　
正
　
行
　
氏

　
　
土
　
本
　
　
　
治
　
氏

　
　
加
　
藤
　
京
　
子
　
氏

　
　
加
　
藤
　
政
　
子
　
氏

　
　
三
　
原
　
　
　
勉
　
氏

　
　
川
　
瀬
　
直
　
人
　
氏

　
　
辻
　
　
　
紀
　
樹
　
氏

　
　
長
　
﨑
　
　
　
厚
　
氏

○
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予

　
算
の
繰
越

○
令
和
７
年
度
土
地
区
画
整

　
理
事
業
特
別
会
計
予
算
の

　
繰
越

○
令
和
７
年
度
水
道
事
業
会

　
計
予
算
の
繰
越

○
令
和
７
年
度
公
共
下
水
道

　
事
業
会
計
予
算
の
繰
越

○
財
産
の
取
得

○
議
員
の
派
遣
承
認

○
所
管
事
務
調
査
及
び
閉
会

　
中
の
継
続
調
査

※
詳
し
い
議
案
の
内
容
は
７

　
月
号
町
広
報
に
掲
載
さ
れ

　
て
お
り
ま
す
。

報

　

告
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会 議 名 開催日
橋
本

大
谷

北
川

高
森

長
﨑

高
橋

村
川

柏
倉

辻

第 ２ 回 定 例 会

全 員 協 議 会

総 務 常 任 委 員 会

議 会 運 営 委 員 会

産業建設常任委員会

議 会 広 報 編 集
特 別 委 員 会

○（出席）　×（欠席）　－（出席対象外）
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令和８年４月～令和８年６月

高橋　克英　議員

辻　　紀樹　議員

一般質問とは
議員が町政全般にわたり、執行機関（町長・教育長など）に
疑問点について、所見を伺うことです。

物価、人件費等高騰の対応について………4～5

長万部の未来について………………………5～6
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スライド条項を適用し整備した町道長万部中の沢線

物価、人件費等高騰の対応について
（町長）補正予算の計上や工期の
　　　　　　　　　　　　　延長などにより対応する

高橋　克英　議員

　
高
橋
　
近
年
、
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
へ
の
長
期

化
や
、
最
近
で
は
ア
メ
リ

カ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ

ラ
ン
攻
撃
で
原
油
価
格
が
高

騰
し
、
ま
た
、
急
激
な
円
安

に
よ
る
輸
入
物
価
の
上
昇
な

ど
に
よ
り
、
国
内
諸
物
価
が

上
昇
し
て
い
る
。

　
特
に
土
木
工
事
や
建
築
工

事
等
に
つ
い
て
は
、
建
設
資

材
や
人
件
費
が
高
騰
し
て
お

り
、
予
算
編
成
の
際
は
そ
れ

ら
の
コ
ス
ト
の
上
昇
分
を
上

乗
せ
し
て
い
る
と
思
う
が
、

年
度
中
の
さ
ら
な
る
物
価
の

上
昇
等
が
あ
っ
た
場
合
に
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の

か
。

　
ま
た
、
一
般
的
な
公
共
工

事
に
お
い
て
は
国
及
び
道
の

積
算
を
基
準
に
し
て
い
る
と

思
う
が
、
長
万
部
町
独
自
の

設
計
や
積
算
基
準
を
制
定
し

算
出
す
る
こ
と
も
可
能
な
の

か
、
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

　
町
長
　
近
年
、
建
設
資
材

価
格
や
人
件
費
の
著
し
い
上

昇
に
加
え
、
原
油
価
格
の
高

騰
等
の
影
響
に
よ
り
、
さ
ら

な
る
物
価
上
昇
や
一
部
資
材

の
生
産
供
給
の
見
通
し
が
立

た
な
い
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

　
予
算
編
成
時
に
は
、
国
や

北
海
道
を
は
じ
め
関
係
機
関

か
ら
の
情
報
を
基
に
、
想
定

さ
れ
る
コ
ス
ト
上
昇
分
を
加

味
し
て
予
算
を
編
成
し
、
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
予
測
を

超
え
る
物
価
上
昇
等
に
よ
り

予
算
不
足
が
生
じ
る
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
に
は
補
正
予
算

を
計
上
、
資
材
調
達
に
係
る

納
期
に
影
響
が
あ
る
場
合
に

は
工
期
を
延
長
す
る
な
ど
の

対
応
を
行
い
、
事
業
の
着
実

な
完
了
に
努
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
工
事
積
算
基
準
に

お
い
て
は
、
工
事
の
大
半
が

国
の
補
助
事
業
等
を
活
用
し

て
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

町
独
自
で
の
基
準
は
制
定
せ

ず
、
引
き
続
き
国
及
び
道
の

基
準
に
基
づ
き
適
正
な
積
算

を
行
っ
て
い
く
。

　
高
橋
　
こ
こ
２
、
３
年
で

入
札
、
見
積
も
り
合
わ
せ
等

で
不
調
や
不
落
は
あ
っ
た
か
。

　
建
設
課
長
　
令
和
６
年
度

に
不
落
が
１
件
あ
っ
た
。

　
高
橋
　
そ
の
不
落
に
な
っ

た
工
事
に
つ
い
て
、
そ
の
後

再
度
入
札
は
行
っ
た
の
か
。

　
建
設
課
長
　
再
度
設
計
価

格
を
見
直
し
、
入
札
を
執
行

し
た
。

　
高
橋
　
工
事
見
直
し
の
内

容
を
伺
う
。

　
建
設
課
長
　
橋
梁
の
修
繕

工
事
に
つ
い
て
、
橋
脚
・
橋

台
の
補
修
・
修
復
、
橋
面
の

防
水
、
舗
装
の
打
ち
換
え
に

係
る
資
材
労
務
費
の
見
直
し

を
行
っ
た
。

　
高
橋
　
北
海
道
等
で
は
契

約
書
に
物
価
等
の
変
動
に
よ

る
契
約
変
更
に
係
る
条
項
、

い
わ
ゆ
る
ス
ラ
イ
ド
条
項
を

謳
っ
た
も
の
が
あ
る
が
、
内

容
の
説
明
と
当
町
で
も
契
約

書
に
謳
っ
て
い
る
か
伺
う
。

　
建
設
課
長
　
当
町
で
は
国

土
交
通
省
で
定
め
て
い
る
公

共
工
事
標
準
請
負
契
約
書
を

使
用
し
て
お
り
、
そ
の
契
約

書
の
第
26
条
の
中
に
賃
金
ま

た
は
物
価
の
変
動
に
基
づ
く

請
負
代
金
額
の
変
更
と
い
う

条
項
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
ス

ラ
イ
ド
条
項
と
い
わ
れ
る
も

の
で
、
町
の
契
約
書
に
も
謳

わ
れ
て
い
る
。

　
高
橋
　
そ
の
ス
ラ
イ
ド
条

項
を
適
用
し
た
工
事
は
あ
る

の
か
。

　
建
設
課
長
　
令
和
５
年
度
、

６
年
度
に
債
務
負
担
行
為
で

行
っ
た
町
道
長
万
部
中
の
沢

線
の
道
路
付
替
工
事
、
令
和

５
年
度
に
実
施
し
た
公
営
住

宅
建
設
工
事
の
建
築
主
体
、

令
和
６
年
度
に
繰
越
を
行
っ

た
美
酪
橋
修
繕
工
事
に
つ
い

て
、
ス
ラ
イ
ド
条
項
を
適
用

し
、
契
約
金
額
等
の
変
更
を

行
っ
た
。

　
高
橋
　
今
後
も
世
界
情
勢

の
変
化
に
よ
り
国
内
の
諸
物

価
が
高
騰
し
て
い
く
と
考
え

ら
れ
る
が
、
入
札
の
不
調
・

不
落
の
抑
制
や
、
受
注
後
の

変
更
な
ど
の
仕
組
み
作
り
を

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
伺
う
。

　
町
長
　
こ
こ
数
年
で
人
件

費
が
急
激
に
上
昇
し
、
建
設

コ
ス
ト
の
増
加
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
、

イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ
ラ
ン

攻
撃
に
よ
り
、
中
東
か
ら
入

っ
て
く
る
石
油
な
ど
の
原
材

料
の
問
題
が
、
経
済
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　
建
設
資
材
に
つ
い
て
は
高

騰
が
続
い
て
お
り
、
ナ
フ
サ

も
目
詰
ま
り
に
よ
り
供
給
が

滞
る
な
ど
、
価
格
の
動
向
を

注
視
し
て
い
る
が
、
今
後
が

見
通
せ
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
世
界
経
済
の
動
向
次
第
で

は
、
物
価
高
騰
は
直
ぐ
に
は

収
ま
ら
ず
今
後
も
し
ば
ら
く

は
続
く
と
考
え
て
い
る
。

　
町
内
に
お
い
て
は
、
生
産

者
に
物
が
行
き
渡
り
、
適
正

な
価
格
で
生
産
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
好
ま
し
い
状
況
で

あ
る
が
、
同
時
に
生
産
者
の

支
援
に
つ
い
て
も
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
入
札
に
あ
た
っ
て
は
、
資

材
価
格
や
人
件
費
の
高
騰
に

よ
り
積
算
が
難
し
く
、
不
調

や
不
落
が
発
生
し
や
す
い
状

況
に
な
っ
て
い
る
。

人
件
費
や
物
価
の
高
騰
は
、

今
後
も
さ
ら
に
進
む
と
の
前

提
で
、
対
応
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

　
で
き
る
だ
け
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
て
行
き
た
い
が
、
世
界

経
済
に
翻
弄
さ
れ
て
い
る
の

が
長
万
部
の
実
情
だ
と
い
う

こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
。
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新幹線工事の様子

　
高
橋
　
近
年
、
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
へ
の
長
期

化
や
、
最
近
で
は
ア
メ
リ

カ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ

ラ
ン
攻
撃
で
原
油
価
格
が
高

騰
し
、
ま
た
、
急
激
な
円
安

に
よ
る
輸
入
物
価
の
上
昇
な

ど
に
よ
り
、
国
内
諸
物
価
が

上
昇
し
て
い
る
。

　
特
に
土
木
工
事
や
建
築
工

事
等
に
つ
い
て
は
、
建
設
資

材
や
人
件
費
が
高
騰
し
て
お

り
、
予
算
編
成
の
際
は
そ
れ

ら
の
コ
ス
ト
の
上
昇
分
を
上

乗
せ
し
て
い
る
と
思
う
が
、

年
度
中
の
さ
ら
な
る
物
価
の

上
昇
等
が
あ
っ
た
場
合
に
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の

か
。

　
ま
た
、
一
般
的
な
公
共
工

事
に
お
い
て
は
国
及
び
道
の

積
算
を
基
準
に
し
て
い
る
と

思
う
が
、
長
万
部
町
独
自
の

設
計
や
積
算
基
準
を
制
定
し

算
出
す
る
こ
と
も
可
能
な
の

か
、
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

　
町
長
　
近
年
、
建
設
資
材

価
格
や
人
件
費
の
著
し
い
上

昇
に
加
え
、
原
油
価
格
の
高

騰
等
の
影
響
に
よ
り
、
さ
ら

な
る
物
価
上
昇
や
一
部
資
材

の
生
産
供
給
の
見
通
し
が
立

た
な
い
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

　
予
算
編
成
時
に
は
、
国
や

北
海
道
を
は
じ
め
関
係
機
関

か
ら
の
情
報
を
基
に
、
想
定

さ
れ
る
コ
ス
ト
上
昇
分
を
加

味
し
て
予
算
を
編
成
し
、
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
予
測
を

超
え
る
物
価
上
昇
等
に
よ
り

予
算
不
足
が
生
じ
る
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
に
は
補
正
予
算

を
計
上
、
資
材
調
達
に
係
る

納
期
に
影
響
が
あ
る
場
合
に

は
工
期
を
延
長
す
る
な
ど
の

対
応
を
行
い
、
事
業
の
着
実

な
完
了
に
努
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
工
事
積
算
基
準
に

お
い
て
は
、
工
事
の
大
半
が

国
の
補
助
事
業
等
を
活
用
し

て
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

町
独
自
で
の
基
準
は
制
定
せ

ず
、
引
き
続
き
国
及
び
道
の

基
準
に
基
づ
き
適
正
な
積
算

を
行
っ
て
い
く
。

　
高
橋
　
こ
こ
２
、
３
年
で

入
札
、
見
積
も
り
合
わ
せ
等

で
不
調
や
不
落
は
あ
っ
た
か
。

　
建
設
課
長
　
令
和
６
年
度

に
不
落
が
１
件
あ
っ
た
。

　
高
橋
　
そ
の
不
落
に
な
っ

た
工
事
に
つ
い
て
、
そ
の
後

再
度
入
札
は
行
っ
た
の
か
。

　
建
設
課
長
　
再
度
設
計
価

格
を
見
直
し
、
入
札
を
執
行

し
た
。

　
高
橋
　
工
事
見
直
し
の
内

容
を
伺
う
。

　
建
設
課
長
　
橋
梁
の
修
繕

工
事
に
つ
い
て
、
橋
脚
・
橋

台
の
補
修
・
修
復
、
橋
面
の

防
水
、
舗
装
の
打
ち
換
え
に

係
る
資
材
労
務
費
の
見
直
し

を
行
っ
た
。

　
高
橋
　
北
海
道
等
で
は
契

約
書
に
物
価
等
の
変
動
に
よ

る
契
約
変
更
に
係
る
条
項
、

い
わ
ゆ
る
ス
ラ
イ
ド
条
項
を

謳
っ
た
も
の
が
あ
る
が
、
内

容
の
説
明
と
当
町
で
も
契
約

書
に
謳
っ
て
い
る
か
伺
う
。

　
建
設
課
長
　
当
町
で
は
国

土
交
通
省
で
定
め
て
い
る
公

共
工
事
標
準
請
負
契
約
書
を

使
用
し
て
お
り
、
そ
の
契
約

書
の
第
26
条
の
中
に
賃
金
ま

　
辻
　
就
任
以
来
、
３
期

12
年
の
間
に
は
、
誰
も
が

実
現
困
難
と
考
え
ら
れ
て

い
た
北
海
道
新
幹
線
長
万

部
駅
の
地
上
駅
か
ら
高
架

駅
へ
の
変
更
を
は
じ
め
、

町
民
の
安
心
に
つ
な
が
る

葬
斎
場
の
改
築
、
小
中
高

校
生
の
医
療
費
完
全
無
料

化
の
実
現
な
ど
、
将
来
を

見
据
え
た
数
々
の
事
業
を

力
強
く
推
進
し
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
取
組
は
、
長
万

部
町
の
暮
ら
し
の
質
を
高

め
る
と
と
も
に
、
次
世
代

に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の

土
台
を
着
実
に
築
き
上
げ

た
も
の
と
し
て
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
昨
年
末
よ
り
本
格

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
新
幹

辻
　
　
紀
樹
　
議
員

長
万
部
の
未
来
に
つ
い
て

（
町
長
）
町
民
の
先
頭
に
立
ち
目
標
の
実
現
に
向
け
全
力
で
取
り
組
む

線
車
両
に
よ
る
長
万
部
貨
物

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
誘
致
の
取
組

は
、
地
域
振
興
と
環
境
負
荷

の
少
な
い
次
世
代
型
物
流
の

実
現
に
向
け
た
極
め
て
先
進

的
な
挑
戦
で
あ
り
、
町
の
将

来
に
大
き
な
可
能
性
を
秘
め

て
お
り
、
町
民
も
そ
の
実
現

に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い

る
。

　
町
長
選
挙
出
馬
に
あ
た
り
、

「
50
年
、
１
０
０
年
先
を
見

据
え
た
ま
ち
づ
く
り
」
と
い

う
大
き
な
方
向
性
を
示
し
て

い
る
。
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
が
進
む
中
で
、
将
来
世

代
の
暮
ら
し
を
見
据
え
た
ビ

ジ
ョ
ン
を
掲
げ
る
こ
と
は
、

大
変
重
要
な
視
点
で
あ
る
と

受
け
止
め
て
い
る
。
　

　
こ
の
「
50
年
、
１
０
０
年

先
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く

り
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
町

の
姿
を
描
い
て
い
る
の
か
町

長
の
所
見
を
伺
う
。

　
町
長
　
私
は
、
長
万
部
町

長
に
就
任
以
来
、
町
民
の
声

に
耳
を
傾
け
、
共
に
歩
む
ま

ち
づ
く
り
を
基
本
理
念
と
し

て
町
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
ま
た
、
町
民
と
の
約

束
で
あ
る
公
約
の
実
現
を
念

頭
に
置
き
な
が
ら
、
時
代
の

変
化
に
的
確
に
対
応
し
、
財

政
の
健
全
性
の
確
保
と
公
共

事
業
の
必
要
性
を
十
分
に
検

証
し
つ
つ
、
職
員
と
協
議
を

重
ね
な
が
ら
各
種
施
策
を
推

進
し
て
き
た
。
町
民
の
す
べ

て
の
要
望
や
期
待
に
応
え
る

こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、

町
政
を
預
か
る
者
と
し
て
、

そ
の
実
現
に
向
け
最
大
限
の

努
力
を
重
ね
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
町
の

将
来
を
見
据
え
て
進
め
て
き

た
各
種
事
業
に
つ
い
て
は
、

北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
の

開
業
時
期
が
当
初
予
定
の
２

０
３
０
年
度
末
か
ら
２
０
３

８
年
度
以
降
へ
と
大
幅
に
遅

れ
る
こ
と
が
公
表
さ
れ
、
本

町
が
将
来
に
向
け
て
大
き
な

変
革
を
目
指
し
推
進
し
て
き

た
ま
ち
づ
く
り
に
も
少
な
か

ら
ず
影
響
が
生
じ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ

て
も
、
私
は
町
民
の
期
待
と

希
望
の
灯
を
絶
や
す
こ
と
な

く
、
将
来
の
発
展
に
向
け
た

歩
み
を
止
め
て
は
な
ら
な
い

と
の
思
い
で
、
２
０
３
０
年

度
を
目
途
に
各
種
事
業
を
着

実
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
ま
た
、
北
海
道
新
幹
線
の

開
業
に
よ
る
効
果
を
最
大
限

に
本
町
の
発
展
に
つ
な
げ
る

た
め
、
か
ね
て
よ
り
期
待
さ

れ
て
い
る
新
幹
線
物
流
の
実

現
に
向
け
、
長
万
部
町
が
新

幹
線
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
立

地
に
最
も
適
し
た
地
域
の
一

つ
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、

北
海
道
が
取
り
ま
と
め
る
関

連
施
策
へ
の
位
置
付
け
や
国

と
の
協
議
へ
の
参
画
を
目
指

し
、
行
政
、
議
会
、
そ
し
て

北
海
道
新
幹
線
建
設
促
進
長

万
部
町
期
成
会
が
一
体
と
な

っ
て
北
海
道
庁
へ
要
望
書
を

提
出
す
る
な
ど
、
要
望
活
動

を
開
始
し
た
。

　
さ
ら
に
、
本
年
５
月
26

日
に
は
行
政
が
率
先
し
、

国
に
対
し
て
最
初
の
意
思

表
明
を
行
う
べ
く
、
国
土

交
通
省
鉄
道
局
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
機
関
に
対
し

て
要
望
書
を
提
出
し
、
長

万
部
町
の
決
意
を
直
接
示

す
こ
と
が
で
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
も
と
よ
り
、
こ
の
よ
う

な
取
組
が
短
期
間
で
実
現

す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

北
海
道
新
幹
線
長
万
部
駅

の
開
業
と
新
幹
線
貨
物
タ

ー
ミ
ナ
ル
の
実
現
が
連
動

す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
町

に
は
新
た
な
可
能
性
が
生

ま
れ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

　
50
年
先
、
１
０
０
年
先

を
見
据
え
た
長
万
部
町
の

未
来
の
た
め
、
町
民
の
先

頭
に
立
ち
、
町
議
会
並
び

に
期
成
会
の
皆
様
と
力
を

合
わ
せ
な
が
ら
、
目
標
の

実
現
に
向
け
て
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
こ
の
た
び
の
町
長
選
挙

へ
の
立
候
補
に
つ
い
て
は
、

自
身
の
年
齢
や
体
力
面
に

つ
い
て
十
分
承
知
し
て
い

る
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
れ
以

上
に
長
万
部
町
の
未
来
に

対
す
る
責
任
と
使
命
を
強

く
感
じ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
引
き
続
き

町
政
を
担
い
、
本
町
の
さ

ら
な
る
発
展
に
向
け
て
全

力
を
尽
く
し
た
い
と
の
決

意
の
も
と
、
町
長
選
挙
へ

の
立
候
補
を
表
明
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
ご
理
解
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
る
。

た
は
物
価
の
変
動
に
基
づ
く

請
負
代
金
額
の
変
更
と
い
う

条
項
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
ス

ラ
イ
ド
条
項
と
い
わ
れ
る
も

の
で
、
町
の
契
約
書
に
も
謳

わ
れ
て
い
る
。

　
高
橋
　
そ
の
ス
ラ
イ
ド
条

項
を
適
用
し
た
工
事
は
あ
る

の
か
。

　
建
設
課
長
　
令
和
５
年
度
、

６
年
度
に
債
務
負
担
行
為
で

行
っ
た
町
道
長
万
部
中
の
沢

線
の
道
路
付
替
工
事
、
令
和

５
年
度
に
実
施
し
た
公
営
住

宅
建
設
工
事
の
建
築
主
体
、

令
和
６
年
度
に
繰
越
を
行
っ

た
美
酪
橋
修
繕
工
事
に
つ
い

て
、
ス
ラ
イ
ド
条
項
を
適
用

し
、
契
約
金
額
等
の
変
更
を

行
っ
た
。

　
高
橋
　
今
後
も
世
界
情
勢

の
変
化
に
よ
り
国
内
の
諸
物

価
が
高
騰
し
て
い
く
と
考
え

ら
れ
る
が
、
入
札
の
不
調
・

不
落
の
抑
制
や
、
受
注
後
の

変
更
な
ど
の
仕
組
み
作
り
を

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
伺
う
。

　
町
長
　
こ
こ
数
年
で
人
件

費
が
急
激
に
上
昇
し
、
建
設

コ
ス
ト
の
増
加
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
、

イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ
ラ
ン

攻
撃
に
よ
り
、
中
東
か
ら
入

っ
て
く
る
石
油
な
ど
の
原
材

料
の
問
題
が
、
経
済
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　
建
設
資
材
に
つ
い
て
は
高

騰
が
続
い
て
お
り
、
ナ
フ
サ

も
目
詰
ま
り
に
よ
り
供
給
が

滞
る
な
ど
、
価
格
の
動
向
を

注
視
し
て
い
る
が
、
今
後
が

見
通
せ
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
世
界
経
済
の
動
向
次
第
で

は
、
物
価
高
騰
は
直
ぐ
に
は

収
ま
ら
ず
今
後
も
し
ば
ら
く

は
続
く
と
考
え
て
い
る
。

　
町
内
に
お
い
て
は
、
生
産

者
に
物
が
行
き
渡
り
、
適
正

な
価
格
で
生
産
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
好
ま
し
い
状
況
で

あ
る
が
、
同
時
に
生
産
者
の

支
援
に
つ
い
て
も
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
入
札
に
あ
た
っ
て
は
、
資

材
価
格
や
人
件
費
の
高
騰
に

よ
り
積
算
が
難
し
く
、
不
調

や
不
落
が
発
生
し
や
す
い
状

況
に
な
っ
て
い
る
。

人
件
費
や
物
価
の
高
騰
は
、

今
後
も
さ
ら
に
進
む
と
の
前

提
で
、
対
応
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

　
で
き
る
だ
け
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
て
行
き
た
い
が
、
世
界

経
済
に
翻
弄
さ
れ
て
い
る
の

が
長
万
部
の
実
情
だ
と
い
う

こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
。
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　７月２日、札幌コンベンションセンターにおいて北海道

町村議会議員研修会が開催され、「地方議員への１２の政

策アイデアから人口維持を目指す実践事例」と題して関東

学院大学法学部地域創生学科教授の牧瀬稔氏より、また、

「どうなる政治・経

済　～日本再生のた

めに何が必要か～」

と題してジャーナリ

ストの須田慎一郎氏

より講演を受けてき

ました。

　
辻
　
就
任
以
来
、
３
期

12
年
の
間
に
は
、
誰
も
が

実
現
困
難
と
考
え
ら
れ
て

い
た
北
海
道
新
幹
線
長
万

部
駅
の
地
上
駅
か
ら
高
架

駅
へ
の
変
更
を
は
じ
め
、

町
民
の
安
心
に
つ
な
が
る

葬
斎
場
の
改
築
、
小
中
高

校
生
の
医
療
費
完
全
無
料

化
の
実
現
な
ど
、
将
来
を

見
据
え
た
数
々
の
事
業
を

力
強
く
推
進
し
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
取
組
は
、
長
万

部
町
の
暮
ら
し
の
質
を
高

め
る
と
と
も
に
、
次
世
代

に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の

土
台
を
着
実
に
築
き
上
げ

た
も
の
と
し
て
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
昨
年
末
よ
り
本
格

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
新
幹

線
車
両
に
よ
る
長
万
部
貨
物

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
誘
致
の
取
組

は
、
地
域
振
興
と
環
境
負
荷

の
少
な
い
次
世
代
型
物
流
の

実
現
に
向
け
た
極
め
て
先
進

的
な
挑
戦
で
あ
り
、
町
の
将

来
に
大
き
な
可
能
性
を
秘
め

て
お
り
、
町
民
も
そ
の
実
現

に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い

る
。

　
町
長
選
挙
出
馬
に
あ
た
り
、

「
50
年
、
１
０
０
年
先
を
見

据
え
た
ま
ち
づ
く
り
」
と
い

う
大
き
な
方
向
性
を
示
し
て

い
る
。
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
が
進
む
中
で
、
将
来
世

代
の
暮
ら
し
を
見
据
え
た
ビ

ジ
ョ
ン
を
掲
げ
る
こ
と
は
、

大
変
重
要
な
視
点
で
あ
る
と

受
け
止
め
て
い
る
。
　

　
こ
の
「
50
年
、
１
０
０
年

先
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く

り
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
町

の
姿
を
描
い
て
い
る
の
か
町

長
の
所
見
を
伺
う
。

　
町
長
　
私
は
、
長
万
部
町

長
に
就
任
以
来
、
町
民
の
声

に
耳
を
傾
け
、
共
に
歩
む
ま

ち
づ
く
り
を
基
本
理
念
と
し

て
町
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
ま
た
、
町
民
と
の
約

束
で
あ
る
公
約
の
実
現
を
念

頭
に
置
き
な
が
ら
、
時
代
の

変
化
に
的
確
に
対
応
し
、
財

政
の
健
全
性
の
確
保
と
公
共

事
業
の
必
要
性
を
十
分
に
検

証
し
つ
つ
、
職
員
と
協
議
を

重
ね
な
が
ら
各
種
施
策
を
推

進
し
て
き
た
。
町
民
の
す
べ

て
の
要
望
や
期
待
に
応
え
る

こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、

町
政
を
預
か
る
者
と
し
て
、

そ
の
実
現
に
向
け
最
大
限
の

努
力
を
重
ね
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
町
の

将
来
を
見
据
え
て
進
め
て
き

た
各
種
事
業
に
つ
い
て
は
、

北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
の

開
業
時
期
が
当
初
予
定
の
２

０
３
０
年
度
末
か
ら
２
０
３

８
年
度
以
降
へ
と
大
幅
に
遅

れ
る
こ
と
が
公
表
さ
れ
、
本

町
が
将
来
に
向
け
て
大
き
な

変
革
を
目
指
し
推
進
し
て
き

た
ま
ち
づ
く
り
に
も
少
な
か

ら
ず
影
響
が
生
じ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ

て
も
、
私
は
町
民
の
期
待
と

希
望
の
灯
を
絶
や
す
こ
と
な

く
、
将
来
の
発
展
に
向
け
た

歩
み
を
止
め
て
は
な
ら
な
い

と
の
思
い
で
、
２
０
３
０
年

度
を
目
途
に
各
種
事
業
を
着

実
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
ま
た
、
北
海
道
新
幹
線
の

開
業
に
よ
る
効
果
を
最
大
限

に
本
町
の
発
展
に
つ
な
げ
る

た
め
、
か
ね
て
よ
り
期
待
さ

れ
て
い
る
新
幹
線
物
流
の
実

現
に
向
け
、
長
万
部
町
が
新

幹
線
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
立

地
に
最
も
適
し
た
地
域
の
一

つ
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、

北
海
道
が
取
り
ま
と
め
る
関

連
施
策
へ
の
位
置
付
け
や
国

と
の
協
議
へ
の
参
画
を
目
指

し
、
行
政
、
議
会
、
そ
し
て

北
海
道
新
幹
線
建
設
促
進
長

万
部
町
期
成
会
が
一
体
と
な

っ
て
北
海
道
庁
へ
要
望
書
を

提
出
す
る
な
ど
、
要
望
活
動

を
開
始
し
た
。

　
さ
ら
に
、
本
年
５
月
26

日
に
は
行
政
が
率
先
し
、

国
に
対
し
て
最
初
の
意
思

表
明
を
行
う
べ
く
、
国
土

交
通
省
鉄
道
局
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
機
関
に
対
し

て
要
望
書
を
提
出
し
、
長

万
部
町
の
決
意
を
直
接
示

す
こ
と
が
で
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
も
と
よ
り
、
こ
の
よ
う

な
取
組
が
短
期
間
で
実
現

す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

北
海
道
新
幹
線
長
万
部
駅

の
開
業
と
新
幹
線
貨
物
タ

ー
ミ
ナ
ル
の
実
現
が
連
動

す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
町

に
は
新
た
な
可
能
性
が
生

ま
れ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

　
50
年
先
、
１
０
０
年
先

を
見
据
え
た
長
万
部
町
の

未
来
の
た
め
、
町
民
の
先

頭
に
立
ち
、
町
議
会
並
び

に
期
成
会
の
皆
様
と
力
を

合
わ
せ
な
が
ら
、
目
標
の

実
現
に
向
け
て
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
こ
の
た
び
の
町
長
選
挙

へ
の
立
候
補
に
つ
い
て
は
、

自
身
の
年
齢
や
体
力
面
に

つ
い
て
十
分
承
知
し
て
い

る
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
れ
以

上
に
長
万
部
町
の
未
来
に

対
す
る
責
任
と
使
命
を
強

く
感
じ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
引
き
続
き

町
政
を
担
い
、
本
町
の
さ

ら
な
る
発
展
に
向
け
て
全

力
を
尽
く
し
た
い
と
の
決

意
の
も
と
、
町
長
選
挙
へ

の
立
候
補
を
表
明
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
ご
理
解
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
る
。
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意見書３件を原案どおり可決し、関係機関へ送付しました。

◇地方財政の充実・強化に関する意見書
◇ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める意見書
◇東京一極集中の税の偏在是正及び地方の持続的発展に向けた施策の強化を求める意見書

総務常任委員会産業建設常任委員会

　第３回定例会（９月）までの各常任委員会、議会運営委員会の所管事務等調査事項は、

次のとおりです。

《総務常任委員会》　　　　・子ども子育て支援事業　　・財産管理　　・環境衛生事業

《産業建設常任委員会》　　・土木事業　　・有害鳥獣対策

《議会運営委員会》　　　　・議会運営に関する事項及び議長の諮問に関する事項

所管事務調査所管事務調査所管事務調査（委員会が受け持つ調査内容）（委員会が受け持つ調査内容）（委員会が受け持つ調査内容）

６月12日
   ①農業振興
　　公共牧場利用状況、道営草地整備事
　　業について調査
   ②所管事務調査
　　第３回定例会までの所管事務調査を
　　協議

議会運営委員会

６月12日
   ①第２回定例会の会期及び日程、提出
　　される議案などの取扱い、第３回定
　　例会までの所管事務調査、議会改革
　　について協議
６月16日
   ①第２回定例会の運営、議会改革につ
　　いて協議

議会広報編集特別委員会

４月10日
   ①議会だより第227号の編集
６月19日
   ①議会だより第228号の編集

５月29日
   ①消防業務（現地調査）
　　消防の組織、出動状況、ドクターヘ
　　リの運航状況、施設整備の状況、消
　　防団員の処遇改善、消防広域化につ
　　いて調査
　②介護保険事業
　　高齢者保健福祉計画、介護保険事業
　　計画、アンケート調査の実施につい
　　て調査
   ③所管事務調査
　　第３回定例会までの所管事務調査を
　　協議
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６
月
に
開
催

さ
れ
た
毛
が
に

ま
つ
り
は
近
年

に
な
い
毛
が
に

の
豊
漁
で
、
町
内
外
か
ら
た

く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
、
新
鮮

な
カ
ニ
を
求
め
て
長
蛇
の
列

と
な
り
ま
し
た
。
お
よ
そ
５

万
人
の
方
が
来
町
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
来
年
も
ま
た
豊
漁

を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

世
の
中
に
目
を
向
け
ま
す

と
、
異
常
気
象
、
世
界
各
地

で
の
紛
争
や
戦
争
そ
れ
に
と

も
な
う
原
油
高
や
物
価
高
と

暗
い
話
題
が
多
い
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　

今
年
は
ち
ょ
う
ど
１
０
０

年
前
の
大
正
15
年
市
街
地
か

ら
現
在
の
南
部
藩
陣
屋
跡
地

に
飯
生
神
社
が
移
転
し
ま
し

た
。
今
年
も
８
月
10
日
の
夜

に
は
町
民
の
健
康
、
町
の
発

展
、
世
界
平
和
を
祈
念
し
て

花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
る
予

定
で
す
。

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
高
森
　
功
治

　
副
委
員
長
　
辻
　
　
紀
樹

　
委
　
　
員
　
橋
本
　
收
司

　
　 

〃 

　
　
村
川
　
　
毅

お
し
ゃ
ま
ん
べ
議
会
だ
よ
り

第
号

２
２
８

議会を傍聴してみませんか

お 願 い
傍聴には特別な

手続きの必要は

ありませんので、

お気軽にどうぞ。

１
8

９
23
29

日
日

日
日
日

議　長
議　長
議　長
議　長
各議員
各議員

辞令交付式
長万部小学校入学式
長万部中学校入学式
東京理科大長万部キャンパス入寮式
道南地区林活議員連盟総会（北斗市）
ＮＰＯ法人緑と樹を愛する会植樹祭

４月

8

17
20

21
25
29
30

日

日
日

日
日
日
日

議　長
議　長
議　長
議　長
副議長
議　長
副議長
議　長
議　長

渡島総合開発期成会役員会（函館市）
渡島町村議会議長会役員会（函館市）
議会用務（函館市）
渡島総合開発期成会定期総会（函館市）
長万部町戦没者慰霊祭
長万部商工会通常総会
長万部観光協会定時総会
長万部中学校体育大会
議会用務（七飯町）

５月

4
5

7
9

14

16
19
25

29

日
日

日
日

日

日
日
日

日

正副議長

議　長
議　長

議　長

議　長

議　長
全議員
全議員

議　長

議　長

奨学金運営委員会
原水爆禁止国民平和大行進来庁

長万部小学校運動会
北海道議長会定期大会
（札幌市）
渡島町村議会議長会臨時総会
（札幌市）
渡島地方消防総合訓練大会
（森町）
第２回定例会
第２回定例会
渡島総合開発期成会札幌要望
（札幌市）
北海道新幹線建設促進関係自治体
議長会総会（札幌市）

６月

議場のテレビ放映

次の定例会は9月です

この広報紙は
再生紙を使っ
ています。

役場１階ロビーで定例会、

臨時会の模様を放映して

います。

議長宛ての案内などの文書は、

議会事務局へ送付ください。
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